
みなとメディアミュージアム2016 報告会 

 



今回の全体の流れ 

1.今年度のＭＭＭ２０１６について 

 

2.来年度のＭＭＭ２０１７について 

 

3.来年度に向けての 
アイデアトーク・話し合い 
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みなとメディアミュージアムとは 

▌地域密着の小規模アートプロジェクト 

▌2009年創設 

▌茨城県ひたちなか市那珂湊地区で実施 

▌毎年8月の約1ヶ月間作品展示を行う 

▌アーティストを招聘して 
地域の魅力を引き出すような作品の展示 
ワークショップなどを行う 
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ＭＭＭ2016に 
ついて 



MMM2016について：もくじ 

1.MMM今年度の概要 

2.来場者数 

3.学校連携WSの報告 

4.今年度受賞作品について 

5.産業交流フェアの模様 

6.観光案内板について 
（収支報告は別資料となります） 
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MMM2016概要 

展示会名 みなとメディアミュージアム2016 

会期 
2016年8月7日(日)～8月28日(日) 
※毎水曜休み ※観覧料無料 

会場 
ひたちなか海浜鉄道湊線車両／駅構内、 
那珂湊地区商店街 

主催 みなとメディアミュージアム実行委員会 

共催 宝塚大学東京メディア芸術学部、常磐大学 

後援 
ひたちなか市、ひたちなか海浜鉄道株式会社、おら
が湊鐵道応援団、ひたちなか商工会議所 
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今年度の来場者数 

約2700人 
延べ人数・推計 
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会計報告について 

▌2016年度（単年度）では77,617円の赤字 

▌繰越金で全体としての資産はプラス 
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会計：支出の部 

支出の部 

項目 金額 備考 

1.運営     

スタッフ交通費 463998   

ミーティング等経費 61172   

web関係維持費 10000   

ゲストハウス運営費 76380   

2.広報     

広報物印刷費 152210   

広報物発送費 35285   

公募関係経費 54540   

3.キュレーション     

制作支援金 285000   

賞金・審査員謝礼等 130000   

会場設営費 21916   

会場賃貸料他 96200   

運営設営費 77997 おさむシアター関連 

合計 1464698   
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会計：収入の部 

収入の部 

項目 金額 備考 

1.協賛金等 989500   

2.事業収益     

グッズ売上等 8865   

ひたちなか産業交流フェア運営依託収益 20000   

観光案内板制作事業収益 234600   

クラウドファンディング収益 22676   

3.助成金等     

sfc助成金 91440   

常磐大学助成金 20000   

合計 1387081   
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今年度の学校連携WSについて 
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学校連携WS概要 

▌開催日時：2016年6月30日 2時限の間 

▌場所    ：那珂湊第一小学校 

 

▌人数構成：4,5年生の児童 
         （約100名）を3グループに分割 

 

▌３つのワークショップを実施 
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３つのワークショップ 

1. BANKOKKI - 43 

►子供たちが家庭から持ってきた多様な布切れを
万国旗として旗にする。MMMの開催を表す目印。 

2.那珂湊DCヘッドマークWS – 宝塚大学 

►スタッフとの対話の中で読み手を特定しない
「宛名の無い手紙」を書くワークショップ。 

3.那珂湊はいいぞ！ - 中村やす 

►「那珂湊のいいところ、好きなところ」を 
書いてもらい、商店街を彩る旗。 
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１．BANKOKKI 
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２．那珂湊DCヘッドマークWS 15 

 



３．那珂湊はいいぞ！ 
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今年度の改善点 

▌児童に配布した資料で 
ワークショップの 
告知等も実施 

▌親御さんに渡して 
いっしょに見てもらう 
ことを促す内容 
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継続参加の作家さん：43 

▌去年好評価だった地図の作品「10maps」 
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子供たちの街への愛着の高まり 
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児童の声（アンケートより） 

►「お兄さん、お姉さん達がやさしくしてくれて 
楽しかったです。またやりたいです。」 

►「きれいにぬえてうれしかったし、やっている 
時もとっても楽しかったです。自分の作品を 
見にいくのが楽しみです。 
今日ありがとうございました。」 

►「私は、さいほうが苦手だったけど、 
今日、やさしいお兄さんやお姉さんに、 
教えてもらったから、さいほうが、好きになった。
今日やった、工作は、どちらも、すごく 
楽しかった。この時間でMMMの事がよく分かった。
またMMMが、学校に来てくれたら、うれしい！」 

►「MMMもとから すき うれしい」 
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その他開催ワークショップ 

▌3つのワークショップを実施した 
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MMM2016受賞作品について 22 

 



大賞 
「構造の表象」 後藤 宙 



ミッドタウンアワードでも大賞 
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審査員賞 

「構造の表象」 後藤 宙 



地域賞 SSS賞 

「プラスチック プラクティス」 臼田 那智 



ＳＳＳ賞とは？ 

▌Special award from Students and 
Supervisor賞 

▌今年度から始まった新設の賞 

▌今年度に新たに参加したMMMメンバーを 
中心に審査する 

▌狙い１：新しい視点で作家・作品を 
    評価すること 

▌狙い２：審査の中で作品を深く検討し 
    することで新メンバーの学習に 
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かき氷 

▌最終日には 
感謝を込め 
かき氷配布の 
イベント開催。 

▌制作にご協力 
頂いた多くの 
皆様にお越し 
いただけました。 
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来年の展示に向けて保存中 

▌ご協力頂いた皆様、有難うございました。 
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来年の展示について 

▌夏の何かの祭りの際に展示 

▌山車は、ワークショップ形式で子どもと 
飾り付ける 

▌準備について 
ご協力ご検討頂ければ幸いです。 

▌３月、４月くらいから始動予定 
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プラスチック プラクティス 
プロジェクト（臼田那智） 
▌ プラスチックプラクティスは私が作る造語で、見せかけの仕来た

りという意味。 
▌ 2016年8月のみなとメディアミュージアムにて、「プラスチックプ

ラクティス」という作品を作った。 
▌ 那珂湊で代々続く八朔祭りと出会い、伝統を繋げていく行為につ

いて考えた。八朔祭りのDVDで、子どもたちが無邪気にはしゃいで
いる姿を目にし、意味をよく知らないまま継続して参加すること
で、体に染み付いていくのが伝統なのではないか、とすると、伝
統の意味について拘る必要は実はないのではないか、そんなこと
を思った。 

▌ その考えから、よそ者の私が、八朔祭りという地域に根付く伝統
神事に、形から入ることで近づこうと、プラスチックプラクティ
スというタイトルを付け、八朔祭りの風流物の屋台を、見様見真
似で作った。 

▌ 見様見真似の屋台を作ることで、伝統や祭りのイメージが私の体
に染み付きつつあった。プラスチックプラクティスを通し、人が
集まること、人が出会うこと、それがどんなに大切なことなのか
を実感し、2017年の本祭に向けて、人が集まる、人が出会う、楽
しい場をつくりたいと思った。 
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大まかな計画 

▌ 1〜3月 
►去年の屋台を解体し、小さいサイズで奥行きある
屋台をガレージの中で作り直す 

▌ 4〜6月 
►屋台に飾り付けするものをつくる 
ワークショップを実施したい 

►幼稚園・保育園・児童館・小学校など 

▌ 7〜8月 
►八朔祭りは難しいので、 
他の夏祭り等で、みんなで屋台を出したい 
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地域賞 

「あなたの隣」 白石 綾 「カモメをつくろう 2016」  
松井 ゆめ 

「対峙した 場所」 森田 柾 



地域賞 

「episode」 山本 大樹 
「き、こえ。ないのは、誰か」  

ツチ屋 



地域賞 

「飛松・飛梅伝説」 小山 和則 「那珂湊松物語」 木内 祐子 



MMMの「新しいサイクル」 

▌ SFC教授 小川克彦氏のコメント（Facebookより引用） 

►“８年目にしてMMMは１サイクルして次の段階に
なったのではないか！と思う。” 

►“山本さんによる地元の高校生の写真、木内さん
による商店街の人たちの出演する映像など。 
私のようなよそ者でも作品の素朴さの中に 
地元の暖かさを感じる。” 

►“地元の人がアーティストとして参加するだけ 
でなく、よそ者アーティストの作品の「中」に 
地元の人たちが参加することで、新たな視線で 
地域をみることができる。そこが次の段階という
ことだ。” 
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住民の方々が登場する作品（抜粋） 

▌那珂湊松物語 - 木内祐子 

►那珂湊地域の方々が登場する映像 
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▌episode - 山本大樹 

►湊線沿線で高校生を取材・撮影 

▌ 「き、こえ。ないのは、誰か」 
 - ツチ屋 

►3.11について、お魚市場で調査 



作家さんへのインタビューを実施 

▌キュレーターの田口茜が冊子を作成 

▌アクセス：MMMのHP→MMMとは→MMM資料集 
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同窓会も開催 
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産業交流フェア出展について 
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今年も産業交流フェア出展 

▌ 11月6日開催 
▌「みなとメディアミュージアム モバイル

(MMMM)」という名称で出展 
▌展示内容 
►型取り版画  - 田中彰 
►ライブペイント - フジシロリョウ 
►絵手紙教室   - 湊線・絵手紙応援隊 
►ボディペイント  - まゆみ 
►かっぱ展示   - 伊藤沙織 
►かっぱ缶バッチ - MMMスタッフ  
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産業交流フェアの様子 
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観光案内板について 

▌ひたちなか市と協力し、街の魅力を 
伝える観光案内板をデザイン 

▌今後増加する外国人観光客にも対応 

▌駅前の地図、各地の観光案内板が 
リニューアルされる 

▌今年度全体を通じて 
学生スタッフ、デザイナーの 
小佐原により現地で調査を実施 

▌看板は今年度末より設置予定 
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観光案内板について 

▌ 各設置場所、 
MMM関係者、 
商店街店舗等で 
インタビュー調査 

▌ 各場所でフタッフに 
よるスケッチを行い 
看板に用いる要素を 
集めた 

▌ スタッフ、参加作家に
那珂湊の印象的な場所、
観光上の課題について
アンケートを実施 
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マップのデザイン（製作中のものであり変更の可能性があります） 
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観光案内板 

▌設置テスト 
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ＭＭＭ 
２０１７へ 


